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１．はじめに
　現代，幼児が生活の中で直接体験を経験できる機会
は著減している。文明の利器は，人間の生活様相を昔
と大きく変容させ，幼児の生活も例外なく変貌を遂げ
た。知識偏重による運動の軽視や，交通機関の発達，
遊ぶ空間が減少した住環境といったライフスタイルの
変化による生活習慣の乱れを引き起こし，そのような
変容は，日常生活における幼児の活動量を著しく減少
させる傾向にある。
　このような幼児を取り巻く現状の中で，広島大学附
属幼稚園では，多様な体験を通した感性豊かな子ども
を育てるために，豊かな自然とのかかわりを重視して
いる。この豊かな自然とのかかわりを通じて「感性」，

「知力」，「健康・体力」を一体的に増進する保育環境
の整備を「森の幼稚園」構想として推進しているので
ある1）。
　幼児の身体活動に目を向けるとき，動作獲得の敏感
機である幼児期には，多様な動きを幅広く経験する必
要がある2）。そのためには日々の生活の中で食・睡
眠・運動といった幼児期にふさわしい生活リズムを身
につけ，多様な動きを獲得するための身体的資質を整
えておくことが必然である。しかし，生活リズムを阻
害するいくつもの要因を有することで，心理的・身体
的に「動けない身体」が養成され，「動けない」が故
に心地よい疲労感も得られ難く生活リズムへの悪循環
が生じるといえる3）。
　幼児期の身体活動量を確保しようとする際に考慮し
なければならない点として，成人が行う鍛錬的な運動
ではなく，楽しさを味わいながら遊びの中に身体活動
を取り入れる支援である。これは，子どもにとって心
身は不可分であるため，こころはからだと強くかかわ
りがあり，こころと身体活動が一体になってはたらく4）

と言えるからである。「動けない身体」の悪循環を断

ち切るための身体活動量を保障する環境として，可塑
性に富む自然は動作を多様に獲得する幼児期の環境と
して有効であると考える。
　そこで本研究は，広島大学附属幼稚園に在籍する幼
児の身体活動と生活リズムの関連性を明らかにするこ
とを目的とする。特に日内の身体活動量から幼児の生
活リズム・体温変動における身体活動に関する視座を
得ることを本研究の目的とする。

２．方法
（１）生活リズム調査
　幼児期における身体の発育や発達経過は，生育環境
からの影響や日常の行動様式などの多くの相乗によっ
てすすめられる。その観点から，質問紙は，個人の生
育環境や日常の活動性等の記録を踏まえた子どもの発
達や活動性の縦断的研究5）6）7）8）における質問項目に
修正を加えて作成した。生活リズムが確立されていな
い幼児（生活リズム未確立児）と確立されている幼児

（生活リズム確立児）を分類するための調査として，「睡
眠」，「食」，「運動」，「健康・生活」の生活に関する16
項目の質問紙調査をF幼稚園に在籍する５歳児34名

（男児：N＝15，女児：N＝19）の保護者に対して行っ
た（表１）。回収率は100％であった。調査時期は2008
年５月である。

（２）身体活動量について
　質問紙調査にて個別に表１の該当数を求め，５項目
以上該当する幼児を生活リズム未確立群８名（男児：
N＝4，女児：N＝4），０から２項目該当する幼児を生
活リズム確立群16名（男児：N＝7，女児：N＝9）と
した。対象児として抽出した24名の幼児の腰に２軸加
速度計（Actical注1））を装着し，身体活動を測定する（総
計測時間168時間）。Actical装着に際しての注意点は，
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いることがわかる。しかし，生活リズム未確立群にお
いて，図２よりも顕著に，幼稚園から降園後の身体活
動量が少ないことが明らかとなった（図３）。同様に
終日家庭で過ごす，休日の生活リズム別平均日内平均
活動量を比較すると，両群の休日の過ごし方の特徴が
明らかとなった（図４）。生活リズム未確立群では，
平日に比べ身体活動量がかなり減少し，一日の最も活
発な身体活動量を示す17時に向けて，身体活動量は緩
やかに上昇して行く。一方で，生活リズム確立群では，
一日で最も活発な身体活動量を示す時刻は正午に移行
し，平日と比較すると身体活動量は多少減少するもの
の，平日の身体活動量の波形を大きく乱すことはなく，
台形の形を維持していた。

（２）生活リズムと体温の関係について
　養護教諭へのアンケートによる“実感”調査の結果
等から9），小児の低体温化が議論を呼んでいる。小児
の体温の平均値が過去の測定値と比較して低下してき
ていると指摘しはじめたのは小林である。小林は小児
の体温低下についての原因については不明とし，その
上で生活環境，生活態度が関わっているのではないか
と述べている10）。そこで本研究においても生活リズム
確立群と生活リズム未確立群における午前中の体温の
推移について検討を行った（図５）。
　両群を比較すると，おおよその幼児が登園する９時
30分の時点で生活リズム未確立群は確立群よりも低い
体温を示していた。また生活リズム確立児では，自由
遊びを終えた10時30分，昼食前の11時30分と体温は緩

口頭での説明及び書面で配布を行い，24名の保護者か
らインフォームドコンセントを得た。調査期間は2008
年７月であった。データの処理に関して，Acticalで
収集したデータはActical Version2.04を用いて処理
し，解析を行った。

（３）体温について
　対象は，身体活動量調査の対象者と同じく生活リズ
ム未確立群８名，生活リズム確立群16名とした。加え
て，身体活動量を変数とした午前中の体温の推移を確
認するために，身体活動量が活発な幼児上位20％（６
名）と活発でない幼児上位20％（６名）を抽出し，測
定を行った。調査期間は2008年６月の平日５日間で
あった。使用器具は，耳式体温計「ミミッピ」注2）（テ
ルモ社製）を用い，測定時間は，登園時（概ねAM ９：
30）お集まり時（概ねAM10：30），昼食時（概ね
AM11：30）の３回とした。尚，本研究では，以下の
理由から耳式体温計を使用した。１点目は，短い測定
時間が挙げられる。耳式の体温計では約１秒で体温が
計測することができ，保育中の幼児の検温に適してい
るからである。２点目は電子体温計を用いた腋窩温の
測定は予測式であるため，実測値を得ることができな
いためである。日本では国際的に用いられる口腔温（舌
下温）ではなく腋窩温が臨床検温法として用いられる
が，深部温により近い体温を測定するため耳式体温計
を使用した。

３．結果
（１）生活リズムと身体活動量の関係について
　生活リズム未確立群と確立群で平均日内身体活動量
を比較すると，生活リズム未確立群では全体的に身体
活動量が低く，特に14時以降の活動が生活リズム確立
群と比べて少ない傾向にあった。また，生活リズム確
立児では，おおよそ10時台，13時台，18時台に身体活
動量が活発なピークを迎えている（図２）。
　では，幼稚園に登園する平日の身体活動はどのよう
な形を示すのか。平日のみの生活リズム別平均日内身
体活動量を比較すると，両群の在園時間の波形は似て

表１．生活リズムに関する評価

① 就寝時刻が10時以降 ⑦ 帰宅後体を動かす遊びをしない ⑬ 欠食をすることがある
② 起床時刻が８時以降 ⑧ 帰宅後外遊びをしない ⑭ 偏食をする
③ 睡眠時間が９時間未満 ⑨ 休日の屋外遊びが１時間以下 ⑮ ながら食べをする
④ 目覚めが悪い ⑩ 休日の運動遊びが30分以下 ⑯ 夕食を８時以降に食べる
⑤ 便が毎日でない ⑪ 朝食を食べないことがある
⑥ ２時間以上テレビ画面を見る ⑫ 間食は好きなだけ食べる

図１．Actical装着の様子
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図２．生活リズム別平均日内身体活動量

図３．生活リズム別平日の平均身体活動量

図４．生活リズム別休日の平均身体活動量

図５．生活リズム別体温の推移 図６．身体活動量別体温の推移
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る。加えて，身体活動量と生活リズムの関係性が示唆
されたため，身体活動を上昇させることで生活リズム
に好ましい影響を与える可能性があるからである。
　幼児の体温研究に関する先行研究では通常起床時に
は低い体温を示し，以降徐々に体温は上昇することが
知られており，午後３時頃にピークを迎えた後に再び
下降を初め，午前２時頃最低体温になる11）。生活リズ
ムと体温との関係について，生活リズム未確立群，確
立群の午前中の体温を比較した結果から，生活リズム
未確立児は午前中に身体を動かす準備が十分できてい
ない可能性が考えられる。つまり，生活リズムが確立
されていない幼児は，一日を通して身体を活発に動か
さないのではなく 「動かせない身体」といえるかもし
れない。得に午前中に身体が活発に動かせない要因と
して，本調査では「就寝時刻」「起床時刻」「睡眠時間」

「朝食」について問題が見られる対象児が存在しなかっ
たが，睡眠時間や朝食の有無が登園時の体温に影響を
及ぼすという結果を得たものもある11）12）。このように，
体温はさまざまな要因によって影響を受け，毎日同一
の体温変動を示さないことがわかっている。このこと
から，体温に影響を及ぼす変数は多岐にわたり，要因
を既定することはできないが，生活リズムの阻害要因
が多く見られる未確立群とそうでない確立群では平均
値の差異が示唆された。
　同様に，身体活動と体温の関係からは，毎日活発な
身体活動を確保している幼児は，午前中の身体活動に
よって体温が上昇し，より早い時刻に身体が動ける状
態に覚醒していることが考えられる。一方，身体活動
量が低い幼児は，身体活動による熱生産が不十分なた
め，体温の上昇も緩やかであると考える。
　以上から，身体活動量と生活リズムの関連が明らか
になることで，保育所・幼稚園等における身体活動を
行う意義について明示することができた。このことは，
家庭での生活の背景が多様化する中で，保育所・幼稚
園等において家庭で補うことの難しい“運動量の確保”
という観点から，生活リズム改善に寄与することがで
きる。今後の課題として，家庭での運動遊びに導くよ
うな身体活動の楽しさ体験や遊び方の習得，幼児期の
生活リズムや身体活動の意義に関する保護者への情報
提供にも目を向ける必要性が考えられる。
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